
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

にじが丘自主防災会だより NO.1 
令和 ２年 ６月１５日 

発行者：自治会自主防災会 

発行責任者：小田 徳美 

にじが丘自主防災会を開きました。 

 令和２年度の第一回自主防災会を５月３０日（土）１６時から

開催しました。 

協議内容は、今年度の防災研修や訓練など、年間活動計画につ

いてです。決まったことは以下の通りです。 

① 防災研修会（６月開催）は、中止しました。 

② １０月に予定していた「防災講演会」も今年は中止です。 

③ 例年１１月第３日曜日予定の「総合防災訓練」は、規模を 

縮小して行うことにしました。（以上は、コロナウイルス感染の

状況が全国的未終息が理由です。） 

④ 梅雨時期を前に、町内の危険個所点検とにじが丘の防火水 

槽、消火栓等は、役員を中心に実施する事を決めました。 

 

 

「梅雨入り」しました。 

 ６月１１日に「九州北部地域が、梅

雨入りしたとみられる」ことが気象庁

から発表されました。梅雨期間は、約

一月間にわたり私たちを悩ませます。

でも、一方でこの時期に田植えをする

農家にとっては、規模にもよりますが

「恵みの雨」とも言われます。 

 ６月の中旬から７月の上旬に、比較

的大量の雨が降り続きます。気象条件

の変化で「線状降水帯」（左写真）が 

（裏面に続く） 

 

 

 

 

 

 

「にじが丘自主防災会だより」の発刊を決めました。 

⑤ また、自主防災会など、防災に関する話し合いの内容を住 

民の皆さんへお知らせするため「にじが丘自主防災会だより」の 

発行も決めました。防災士が担当します。自治会報と同時に回覧します。また、「にじが

丘自治会ホームページ」にアップします。  自主防災会 会長 小田徳美（自治会長） 

 

2019 年 6月 29日の気象
庁発表（線状降水帯） 

防災会で挨拶する小田会長 

にじが丘自治会 

熱心な会議模様（カット） 

検索 

 
気象ホームページ参照 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にじが丘（公園）の「花いっぱい運動」 

 万が一、大規模の災害が発生したら、住民の

避難場所として自治公園はとても重要な役割

を果たします。日ごろからきれいに管理し、住

民が万が一の時、一時を凌げる所にしておかね

ばなりません。にじが丘西公園は、そういう趣

旨できれいに再整備されました。 

５月から新たな植栽が進められています。 

 

 

発生すると、集中豪雨が長時間続くことがあります。その場合は、「不要不急」の外出は

絶対に避け、自宅の中で待機（二階のある家は垂直避難）しておくことをお勧めします。

がけ崩れの危険性があると示されている地域は、気象情報（一面：警戒レベル）等を確

認して、早めに（迷わず）避難所への避難行動を開始しましょう。 

風水害に関する情報は・・・・・。 

                近年、台風の大型化、集中豪雨、ゲリラ豪雨などという

表現を頻繁に聞くようになりました。このような場合は、

先ず、「大分市公式アプリ」や、「大分県公式防災アプリ」、

気象庁ホームページで「高解像度降水ナウキャスト」など

で雨が降る状況を確認することができます。 

この他、風水害に関する情報や防災全般に関する情報は“防災は事前対策が８割！“と

の観点から、今後、本紙「にじが丘自主防災会だより」に連載を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分県防災アドバイザー 花宮広務さん（元大分気象台長）連載 
（朝日新聞 ６月９日掲載） 

家具の倒壊防止 
お済ですか？ 
防災士 小嶋 秀行 

 

 

 

 

 

我が家の 
防災対策 

 

転倒防止具 

避難場所周知版 

 

 


